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美園地区の持続可能性 
（サステイナビリティ） リスク（危険性） 

• 急速な高齢化（2050年頃）、人口減少 

• マイカー依存、大渋滞 

• 生活パターン（ライフスタイル） 

– 埼玉都民（東京の経済に依存、帰宅難民） 

– 購買行動（大型SC・チェーン店、非地産地消） 

• 気候変動・自然災害リスク 

• 脱炭素社会への大転換対応 



美園の2050年人口ピラミッド（推計） 
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2017年11月18日 

第1回ワークショップ 



6 



UDCMi Misono2050 で検索！ 



他と違う 
ユニーク

な 
東京近郊 
ライフ 
スタイル 「美園」 

ブランド
の 
確立 

循環型ラ
イフスタ
イル・経
済・エネ
ルギー 

住民の 
ソーシャ
ルキャピ
タル 

地元農業
との連携 

スポーツの 
活性化 

新しい 
働き方 

外国人・
学生の 
勧誘 

地域内で循
環する資金

調達 

循環エネ
ルギー 

その他 

いま、始められそうなこと 

2050年のビジョン 

2017年第1回 
ワークショップの
結論 



松浦 (2020) p.67 



これからの課題 

• “Sustainability”の強調 

• トランジション実験（地元の先駆的活動）
の再整理、誘導 

• スケールアップ 

– Early adoptersへの波及（「高感度」な人たち） 

– Early majorityへの一般化（「ふつう」の人たち） 

• テレワーク層の地元定着 


